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「日本学連による選手処分問題」に対する会長声明の発表について 

（日本学連問題特別委員会確定、令和２年２月２２日理事会決定） 

 

（公財）日本ソフトテニス連盟 

                 専 務 理 事  野 際 照 章 

第１ 会長声明発表の趣旨 

  別紙「会長声明」記載のとおり 

第２ 会長声明発表理由 

 １ 当特別委員会は、先に理事会に報告された日本学連・東日本学連による選手処分問

題を調査した３名の調査委員による調査を引き継ぐものであり、上記の調査委員によ

る調査結果は、その中間報告において詳述されているとおりであるところ、 

（１）日本学連による本件選手等に対する処分は、中間報告が指摘するとおり、処分名義

者である東日本学連・日本学連会長の処分権限（根拠規定・処分決定機関とその権

限の根拠）が明確でなく、 

（２）同処分の選手非難の原因とした行為及びその事情が多様で軽重があるにも拘らず一

律に同一処分とした理由が明らかにされず、 

（３）同学連は、選手等に懲罰的処分を加えるにあたり、個々のルール違反行為に及んだ

事情、理由について個々の選手からこれを聴取せず、また選手等にその具体的事情

と理由を弁明する機会を与えず、一律に回復不能な損害を生ずる 2019年度全日本学

生ソフトテニス大会の出場禁止の処分をなし、 

（４）本件ルール違反の真因には、真摯に競技を競う意思のない選手がシングルス選手権

大会に出場することを要求されている事実があることは一見して明白であるにも拘

らず、日本学連及びその傘下の東日本学連はこのために本件同様の違反試合が数年

間横行していることを放置してその主催する大会の管理義務に違反し、 

（５）日本学連は、本件ルール違反多発事件について真相を調査すると言明していながら、

現在に至るも上記（１）（２）につき当連盟にその正当性の理由とそれを証明する資

料を回答できないのみならず、その調査なるものは、日本学連及び東日本学連の怠

慢乃至義務違反については一言も及ばず、上記大会の混乱と不祥事の責任をもっぱ

ら選手に負わせて両学連の責任を秘匿しようとしているものと言わざるを得ない。 

以上の事実のみをもっても、日本学連及び東日本学連の為した本件に関する選手たち

に対する処置・処分は、法治国家においては許されない不当な処分であると言わざる

を得ない。 

２ 当連盟が本件の日本学連及び東日本学連による処分を受けた選手全員について面接

調査したところ、既に各選手は在学する大学において充分に指導を受けてルールを遵



守することの重要性を認識しているものと認められた。 

   当連盟は、その定款と定款に基づいて定めた規則により、当連盟のソフトテニスの

ルールに違反したプレーヤーについて必要により懲戒的処分をする権限を有するが、

これらの選手に対しては、現時点では一切その必要は認められない。但し、恣意的な

ドロー作成関与者については、日本学連から詳細な報告はなく当連盟としても調査未

了でありこの限りではない。 

３ 当連盟に本件処分を受けた選手等及びその各大学のソフトテニス部部長、監督及び

選手の父母等保護者等から寄せられた切実な要望、意見を検討したところ、本件不当

処分により被ったその心痛は察するに余りあり、年度末を控えて、近日大学を卒業し

て社会に出て活躍する選手、或いは新年度を迎えて改めて活躍する選手もあり、何れ

も不当処分による陰影から脱却して明朗なスポーツマンとして新たな出発を期待され

る。 

以上の理由により、別紙のとおりの会長声明をホームページにて発表することにした。 

                                  以上 


